
全国がん登録システム不具合への対応に関する報告

• 全国がん登録データベースのシステム更改において、届出対象のICD-Oコードの変換に伴う不具
合があり、その解消に向け、システム修正と2020年診断データの再確定が必要となった。

• 不具合による影響とその対応状況は以下のとおり。

対象データ 影響 対応状況・予定

診断年2016-
2019年

システム更改後に提供
したデータの一部に影
響が生じた可能性

• 影響を受けた可能性がある時期に提供した既提供分の2016～
2019年診断症例の申出には、データ復元後、再提供を実施

診断年2020年 データの確定、データ
提供の開始が遅延

• システム更改前のICD-Oコード（3.1）で再度年次確定を実施
• 「全国がん登録罹患数・率」の集計データを作成（３月中）
• 「全国がん登録罹患数・率」の公表後、速やかにデータ提供
開始予定

診断年2021年 データの確定、データ
提供の開始が遅延

• 診断年2020年データの確定遅延に伴い、2021年データの確定
も遅延見込み、早期のデータ確定に向けて対応を検討中

• 当該診断年次の提供申出の受付は当面の間見合わせ

• 再発防止策：システム更改の際、開発工期の確保と十分な実用前検証の実施。
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